
 
環境パートナーシップ研究会呼びかけ人一同 

 

2000 年前後に市民・事業者・行政の協働で環境改善活動を進める環境パートナーシップ組織が次々と誕生し

てから、約 10 年が経過しています。 
環境パートナーシップ組織は、主として行政が実務機能を担うものから NPO 法人格を取得し市民の独立性

の高いものまでさまざまな形態で発展し、環境改善活動の中核的な担い手として欠かせない存在になるととも

に、さまざまな分野における協働型まちづくりの定着の先導役として重要な役割を果たしてきたと考えられま

す。しかし一定期間が経つにつれ、メンバーの固定化・高齢化、活動の広がりの欠如やマンネリ化など、さま

ざまな課題が顕在化してきています。 
これまで環境パートナーシップ研究会は、福井を含む関西で、2002 年から 2005 年まで 11 回行ってきまし

た。今回はこの 10 年余りを振り返り、真のパートナーシップとは何か、その実現にどの程度寄与してきたの

か、環境改善にどの程度貢献してきたのかを総括・評価するとともに、各組織が抱える悩みや課題を共有し、

どのようにすれば課題を解決し持続可能な地域づくりにより貢献できる組織になり得るのかについて議論す

べく、開催するものです。 
 
第 12 回環境パートナーシップ研究会【大阪】 
３月１２日（土） 13:00～17:00 
エル・おおさか 研修室２ 
趣旨説明 宇高史昭（京都市環境管理課長） 

基調報告 笹谷康之（立命館大学准教授） 

事例報告①井上和彦（京のアジェンダ 21 フォーラム

事務局長） 

事例報告②廣田学（NPO 法人とよなか市民環境会議ア

ジェンダ 21 事務局長） 

事例報告③谷田成司（池田市環境にやさしい課 いけ

だエコスタッフ担当職員） 

事例報告④古里瑞生（生駒市環境政策課 エコネッ

ト生駒担当職員） 

グループディスカッションおよび全体会 

     進行 中口毅博（芝浦工業大学教授） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最寄り駅：天満橋駅、北浜駅、大阪天満宮駅 
http://www.l-osaka.or.jp/ 

第 13 回環境パートナーシップ研究会【東京】 
３月１９日（土） 13:00～17:00 
芝浦工業大学豊洲キャンパス交流棟 402 教

室 
趣旨説明 大西政章（大津市環境政策課長） 

基調報告 高橋秀行（岩手県立大学教授） 

事例報告①浅羽理恵（川口市民環境会議代表理事） 

事例報告②崎田裕子（新宿環境活動ネット代表理事、

持続可能な社会をつくる元気ネット理事長） 

事例報告③松本陽介（川越市環境政策課 かわごえ

環境ネット担当職員） 

事例報告④水越敦（八王子市環境政策課 八王子市

環境市民会議担当職員） 

グループディスカッションおよび全体会 

進行 中口毅博（芝浦工業大学教授） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最寄り駅：東京メトロ有楽町線豊洲駅徒歩 7 分 
http://www.shibaura-it.ac.jp/access/

参加費、申し込み方法については、裏面をご覧ください。 

 



対象者 
環境パートナーシップ組織の運営に関与している、あるいは関与したことのある行政職員・市民・研究者、

環境パートナーシップ組織の立ち上げを検討している行政職員・市民・研究者など 

参加費 

資料代として、1 名あたり 500 円いただきます。 

議論したいテーマ（案） 

・環境パートナーシップとは何か、何だったのか？ 

・環境パートナーシップ活動はどんな成果をあげているのか、あげたのか？ 

・全国に環境パートナーシップ組織はどれくらいあるのか？ どんなタイプの組織があるのか？ 

・環境パートナーシップ組織は一般市民にどれらくらい認知されているのか？ その活動は一般市民のどれ

くらい巻き込めているのか？ 

・行政の意思決定プロセス（計画づくり、事業の実施など）に、どれくらい参画できているのか 

・行政の政策の点検・評価や見直し（例えば環境基本計画の進捗管理）にどれだけ関与できているか。 

・組織自身の自己点検・評価や見直し（PDCA サイクル）はどれくらい機能しているのか？ 

・パートナーシップ組織と NPO などの市民団体、パートナーシップ組織どうしの連携は進んでいるか？ 

・パートナーシップ組織の運営上の悩みや課題にはどのようなものがあるのか？ その解決策は？ 

・2011 年度から 2 年間実施される内閣府所管「新しい公共支援事業」に環境パートナーシップ組織はどう対

応するのか？ 

・ブログ、SNS、Twitter、Ustream などのソーシャルメディアを用いた環境パートナーシップ活動をどう

しているか？ 

 

呼びかけ人（2月 13 日現在、順不同、敬称略） 
宇高史昭（京都市環境管理課長）、大西政章（大津市環境政策課長）、廣田学（とよなか市民環境会議アジェンダ

21 事務局長）、井上和彦（京のアジェンダ 21 フォーラム事務局長）、浅羽理恵（NPO 法人川口市民環境会議代表理

事）、崎田裕子（NPO 法人新宿環境活動ネット代表理事、NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長）、須

藤美智子（地球環境パートナーシッププラザ事務局長）、成山博子（近畿環境パートナーシップオフィス）、増原

直樹（環境自治体会議事務局次長）、笹谷康之（立命館大学准教授）、高橋秀行（岩手県立大学教授）、佐藤徹（高

崎経済大学准教授）、中口毅博（芝浦工業大学教授、環境自治体会議環境政策研究所長） 

申し込み方法 
右記アドレスへの電子メールで、または下記に記入の上 FAX で願い致します。 

電子メール：colgei.event2@gmail.com FAX 048-687-5199（中口研究室宛て） なるべくメールでお願いします 

問い合わせ先 

芝浦工業大学中口研究室(電話：048-687-5156･5157、電子メール：colgei.event2@gmail.com) 

                                                     

■ご参加希望方法(○で囲んでください) 現地参加 ／ インターネット傍聴 ／ 資料のみ送付(送料別) 

現地参加・インターネット傍聴の場合の会場希望  大阪(先着 50 名) / 東京(先着 150 名)  

■参加者氏名(フリガナ)                  ■住所 

                                                   

■年代  20 才未満  20 代  30 代  40 代  50 代  60 才以上  ■性別  男・女     

■所属(団体名・役職) 

                                                

■電話番号：                 ■メールアドレス：                     

今回ご参加申し込みをして下さった方に、アンケートを送らせて頂きます。ご協力頂けたら幸いです。 


